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11
年
８
月
２
日
、「
口
腔

保
健
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」（
歯
科
口
腔
保
健
法
）

が
全
会
一
致
で
成
立
し
た
。

石
井
み
ど
り
参
院
議
員
は
07

年
の
当
選
以
来
、
厚
労
相
要

請
や
国
会
質
問
を
重
ね
て
き

た
。
口
腔
保
健
に
関
す
る
法

案
は
08
年
に
民
主
党
が
、
09

年
に
自
民
・
民
主
両
党
が
そ

れ
ぞ
れ
国
会
に
提
出
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
廃
案
に
な
っ

た
。
粘
り
強
く
訴
え
続
け
、

つ
い
に
実
を
結
ん
だ
。

　

法
律
は
、
国
民
保
健
の
向

上
の
た
め
、
①
歯
科
保
健
に

関
す
る
知
識
等
の
普
及
②
定

期
検
診
の
推
奨
③
歯
科
疾
患

予
防
の
た
め
の
措
置
―
―
な

ど
を
明
記
。
国
や
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
「
財
政
上
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
」
と
規
定
し
、
口
腔
保
健

　

口
腔
の
保
健
に
関
す
る
法

律
の
制
定
は
、
歯
科
界
の
長

年
に
わ
た
る
悲
願
で
あ
り
、

過
去
の
通
常
国
会
で
は
、
自

民
・
公
明
両
党
が
法
案
を
提

出
し
た
も
の
の
、
当
時
の
民

主
党
の
反
対
に
よ
り
審
議
未

了
で
廃
案
と
な
っ
た
と
い
う

経
緯
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年

の
通
常
国
会
で
は
、
あ
ら
た

め
て
歯
科
医
師
出
身
の
自
民

・
民
主
の
６
議
員
を
中
心

に
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら

法
案
の
調
整
を
進
め
、
廃
案

と
な
っ
た
過
去
の
自
公
案
と

ほ
ぼ
同
内
容
に
て
合
意
に
至

り
、
全
会
派
一
致
賛
同
に
て

成
立
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
法
は
、
国
に
は
口
腔
保

健
の
推
進
の
た
め
の
方
針
・

目
標
・
計
画
を
定
め
る
義
務

が
、
都
道
府
県
に
は
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
歯
科
疾
患
の
予
防

や
口
腔
の
保
健
に
関
す
る
調

査
研
究
を
は
じ
め
、
国
民
が

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

る
こ
と
等
の
勧
奨
や
、
障
害

者
・
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
定
期
的
に
歯
科
検
診

を
受
け
る
こ
と
ま
た
は
歯
科

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
等
の
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
施
策
が
具
体
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
客
観
的
デ
ー
タ

も
蓄
積
さ
れ
、
国
民
の
健
康

に
貢
献
で
き
る
歯
科
医
療
の

発
展
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

法
律
の
成
立
は
、
あ
く
ま

で
第
一
歩
で
あ
り
、
実
効
的

な
施
策
を
い
か
に
実
現
し
て

い
く
か
が
勝
負
と
な
り
ま

す
。
こ
の
重
要
な
理
念
法
が

具
体
的
な
施
策
に
お
い
て
実

を
結
ぶ
よ
う
、
引
き
続
き
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

写
真
診
断
、
歯
周
疾
患
処

置
、
暫
間
固
定
、
咬
合
採
得

…
…
。
11
年
９
月
６
日
付
で

出
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
に

は
、
25
年
間
据
え
置
か
れ
た

ま
ま
の
歯
科
診
療
報
酬
の
項

目
が
延
々
と
続
く
。
そ
の
数

58
項
目
。
こ
の
実
態
を
改
め

て
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
田

村
智
子
参
院
議
員
だ
。

　

田
村
議
員
は
、
自
身
が
提

出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す

る
答
弁
書
を
読
み
、
衝
撃
を

受
け
た
。「
同
時
期
の
平
均

賃
金
は
１
・
34
倍
に
増
え
て

い
る
。
歯
科
の
基
本
的
な
処

置
や
補
綴
な
ど
の
診
療
行
為

が
、
四
半
世
紀
も
改
定
さ
れ

て
い
な
い
の
は
異
常
だ
」

　

こ
の
問
題
は
、
共
産
党
の

小
池
晃
参
院
議
員
（
当
時
）

が
07
年
に
質
問
し
、
73
項
目

据
え
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
つ
か
ん
だ
。

そ
の
後
、
２
回
の
改
定
を
経

て
も
、
い
ま
だ
に 

〝
放
置
〞

さ
れ
て
い
る
。

　

「
行
政
責
任
が
あ
ま
り
に

も
大
き
い
。
次
期
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
据
え
置
か
れ
た

項
目
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
、
適
正
な
評
価
の
下
で
保

険
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
」

歯
科
の
重
み

　

全
日
本
民
医
連
の
『
歯
科

酷
書
』（
09
年
）
を
読
み
、

口
腔
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。「
３
割
負
担
の
罪
深
さ

を
痛
感
し
た
。
風
邪
な
ら
休

め
ば
治
る
こ
と
も
あ
る
が
、

歯
は
自
然
治
癒
し
な
い
。
歯

科
の
受
診
抑
制
は
医
科
と
は

違
っ
た
重
み
が
あ
る
」。政
府

が
進
め
る
受
診
時
定
額
負
担

は
、「
受
診
抑
制
を
増
や
す
だ

け
」と
批
判
し
、窓
口
負
担
軽

減
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
、
低
所
得
者
へ
の
負
担

　

度
重
な
る
要
請
や
署
名
を

受
け
、
国
会
議
員
の
な
か
に

「
医
療
・
歯
科
医
療
を
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
思
い
が
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
。「
切
実
か
つ
、
道
理

の
あ
る
要
求
を
突
き
つ
け
れ

軽
減
策
な
ど
包
括
的
に
実
施

す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

近
年
、
歯
科
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
の
変
化
を
感
じ
て

い
る
。
11
年
10
月
30
日
に
保

団
連
な
ど
が
東
京
で
取
り
組

ん
だ
「
保
険
で
良
い
歯
科
」

署
名
の
街
頭
宣
伝
。
１
時
間

で
約
１
０
０
０
筆
集
ま
っ

た
。「
窓
口
負
担
軽
減
、
保

険
範
囲
拡
大
へ
の
要
望
は
、

想
像
以
上
に
強
い
。
医
療
費

３
割
負
担
も
、
診
療
報
酬
削

減
も
、限
界
に
達
し
て
い
る
。

今
こ
そ
大
き
く
仕
組
み
を
見

直
す
と
き
」と
力
を
込
め
る
。

ば
、議
員
は
無
視
で
き
な
い
。

災
害
復
旧
予
算
の
拡
大
で

は
、
政
党
の
垣
根
を
越
え
て

実
現
で
き
た
。
歯
科
分
野
で

も
、
多
く
の
議
員
と
一
緒
に

な
っ
て
改
善
し
て
い
き
た
い
」

　

保
団
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
資
料
が
「
国
会
質
問
の

土
台
に
な
っ
て
い
る
」
と
語

る
。「
こ
れ
か
ら
の
医
療
政

策
に
必
ず
生
か
さ
れ
る
。
医

療
従
事
者
の
皆
さ
ん
と
国
民

と
共
に
、
医
療
・
社
会
保
障

改
善
に
力
を
尽
く
し
た
い
」

に
は
さ
す
が
に
総
理
も
厚
労

大
臣
も
、
地
元
の
人
が
困
ら

な
い
よ
う
に
、
必
要
な
ら
新

し
い
仕
組
み
も
考
え
て
、
地

域
医
療
を
し
っ
か
り
応
援
し

て
い
く
、
と
明
言
し
た
。

　

正
義
と
道
理
に
立
っ
た
要

求
は
必
ず
実
る
。
医
療
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
粘
り
強
い
運

動
の
た
ま
も
の
だ
。

　

保
険
の
き
く
歯
科
医
療
の

拡
大
、
患
者
負
担
の
軽
減
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

と
ご
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

補
助
が
出
な
い
の
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
も
そ
う
だ
が
、

被
災
地
域
は
国
の
医
療
政
策

に
基
づ
く
公
立
病
院
の
統
廃

合
が
相
次
ぎ
、
医
師
不
足
も

ひ
ど
い
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
公
立
か
民
間
か
、
病
院

か
診
療
所
か
、
医
科
か
歯
科

か
を
問
わ
ず
、
み
ん
な
公
共

的
・
社
会
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。「
な
ぜ
差
別
す

る
の
か
」
と
い
う
私
の
問
い

に
政
府
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に

な
っ
て
、
ま
と
も
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

「
住
民
の
身
近
に
あ
っ
た

診
療
所
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
こ
そ
一
番
必
要
で

は
な
い
か
。
な
ぜ
公
的
助
成

の
対
象
に
し
な
い
の
か
。
こ

う
い
う
の
を
血
も
涙
も
な
い

政
治
と
い
う
の
だ
」。
こ
れ

　

医
療
機
関
の
災
害
復
旧
に

は
「
医
療
施
設
等
災
害
復
旧

費
補
助
金
」
と
い
う
制
度
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
公
的
医
療

機
関
に
は
補
助
金
が
出
る
の

に
、
圧
倒
多
数
を
占
め
る
民

間
医
療
機
関
に
は
ほ
と
ん
ど

か
り
と
応
援
し
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
の
答
弁
を

引
き
出
し
た
。
そ
の
後
、
厚

労
省
は
三
次
補
正
予
算
で
補

助
金
を
１
２
６
億
円
積
み
増

し
、
休
日
診
療
や
在
宅
当
番

　

医
科
か
歯
科
か
を
問
わ

ず
、
復
旧
支
援
す
べ
き
だ
―

―
。
11
年
９
月
29
日
の
参
院

予
算
委
員
会
で
、
市
田
忠
義

議
員
の
訴
え
が
国
会
内
に
響

い
た
。
東
日
本
大
震
災
で
東

北
３
県
の
35
％
の
歯
科
診
療

所
が
被
害
を
受
け
た
。
全
壊

87
件
、
一
部
損
壊
８
２
７
件

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
災

害
復
旧
費
補
助
金
の
対
象
か

ら
歯
科
診
療
所
は
除
外
さ
れ

て
い
た
。

　

市
田
議
員
は
補
助
金
の
対

象
を
拡
大
す
る
よ
う
追
及

し
、
動
揺
す
る
小
宮
山
厚
労

相
か
ら
「
地
域
医
療
を
し
っ

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
条
文
も
盛
り

込
ん
だ
。
口
腔
保
健
法
を
基

に
、
歯
科
医
療
充
実
へ
実
効

性
の
あ
る
法
・
条
例
整
備
へ

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

医
の
約
１
４
０
の
歯
科
診
療

所
を
新
た
に
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
を
表
明
。
同
氏
の
国

会
質
問
が
、
歯
科
診
療
所
へ

の
復
旧
補
助
に
初
め
て
道
を

開
い
た
。

石
井
み
ど
り
参
院
議
員（
自
民
）

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
田
忠
義
参
院
議
員（
共
産
）

メ
ッ
セ
ー
ジ

道
理
あ
る
要
求
必
ず
実
る

歯
科
医
療
発
展
の
第
一
歩

被
災
歯
科
診
療
所
支
援
を
初
め
て
実
現

被
災
歯
科
診
療
所
支
援
を
初
め
て
実
現

歯
科
口
腔
保
健
法
成
立
に
尽
力

歯
科
口
腔
保
健
法
成
立
に
尽
力 インタビューに答える

田村智子参院議員　　

診
療
報
酬
据
え
置
き
問
題
を
追
及

診
療
報
酬
据
え
置
き
問
題
を
追
及

超
党
派
で
歯
科
改
善
め
ざ
す

田
村
智
子
参
院
議
員（
共
産
）に
聞
く

　

２
０
１
１
年
、
歯
科
界
に
と
っ
て
重
要
な
三
つ
の

問
題
が
国
会
で
注
目
を
集
め
た
。
歯
科
界
や
国
民
の

強
い
要
望
を
受
け
、
中
心
に
な
っ
て
取
り
上
げ
た
の

は
田
村
智
子
参
院
議
員
（
共
産
）、
石
井
み
ど
り
参

院
議
員
（
自
民
）、
市
田
忠
義
参
院
議
員
（
共
産
）

だ
。
田
村
議
員
は
歯
科
診
療
報
酬
が
25
年
間
据
え
置

か
れ
て
い
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
石
井
議
員
は
歯

科
口
腔
保
健
法
の
成
立
に
尽
力
。
市
田
議
員
は
東
日

本
大
震
災
の
被
災
歯
科
診
療
所
へ
の
復
旧
支
援
を
初

め
て
実
現
し
た
。
歯
科
医
療
改
善
へ
、
大
き
な
社
会

的
・
政
治
的
潮
流
を
作
り
出
し
た
３
議
員
の
取
り
組

み
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。

25年間点数が変わっていない歯科診療報酬（58項目）
分　　野 項　　目
検査
画像診断 平行測定、写真診断

処置

知覚過敏処置、乳幼児う蝕薬物塗布処置、歯髄切
断、外科後処置、歯周疾患処置、暫間固定、暫間
固定装置修理、口唇プロテクター、線副子、床副
子、歯周治療用装置、歯冠修復物又は補綴物の除
去、暫間固定装置の除去、有床義歯床下粘膜調整
処置

手術 抜歯窩再掻爬手術、歯槽骨整形手術、骨瘤除去手
術、外歯瘻手術、歯肉歯槽粘膜形成手術

歯冠修復
欠損補綴

印象採得、咬合採得、鋳造歯冠修復、ジャケット
冠、硬質レジンジャケット冠、乳歯金属冠、臼歯
金属歯、補綴隙、有床義歯内面適合法、帯冠金属
冠修理、金合金鉤修理、歯冠継続歯修理

歯科矯正

歯科矯正診断料、模型調製、動的処置、印象採得、
装着、撤去、セパレイティング、結紮、床装置、
リトラクター、プロトラクター、拡大装置、アク
チバトール（FKO）、リンガルアーチ、マルチブ
ラケット装置、保定装置、鉤、帯環、ダイレクト
ボンドブラケット、フック、弾線、トルキングア
ーチ、附加装置、矯正用ろう着、床装置修理

11年９月６日付政府答弁書から作成


